
　本件事故は、組合員車が高速道路を走行中、

突然外れた左後輪タイヤが後続のトラック

および、対向車線走行の 2 台に衝突したも

のです。

　組合員としては、整備工場の責任を問う

ために鑑定人を雇い、鑑定の結果、アフ

ターベアリングの締め過ぎによる焼け付き

が原因であることを突き止めることができ

ました。この部分の点検はドライバーの始

業点検に求められていない項目であり、整

備工場の整備不良が事故の原因であると判

断して提訴しました。

　一方、整備工場側は、自動車メーカーの

調査でもアクセルシャフト折損の原因は

不明であるとされたものであり、整備不良

とは特定できない、むしろ異常金属音を聞

きながらも3キロもの間走行した組合員運

転者の無謀運転が原因であって、整備工場

に賠償責任はないと主張しました。

事故の概要

　組合員車両のアクセルシャフトが折れて

タイヤが脱輪したことについて、車検後

わずか 3 か月で事故が発生したことから、

整備工場の責任が問えるかが争点になりま

した。

本件の問題点

（事故事例から）

交渉の経緯

　組合員車両修理費及び後続車3台の賠償

金額の過失割合について、裁判所から組合

員50％相手方50％の和解勧告が出された

ものの、組合員が納得せずその後の交渉の

結果、整備工場側が組合員の和解案を受け

入れ、組合員30％整備工場70％の割合に

て支払いすることで示談しました。

交渉の結果

事故処理ノート

　整備不良については、本来なら

ほとんどが当事者間の話し合いで

解決されるため表面化しにくいも

のであり、表面化した場合でも、

整備不良を組合員側が立証しなけ

ればならず立証には困難を極める

ケースがほとんどです。しかし、

今回の事故は、整備工場が整備不

良を最終的に認め解決することが

できた稀な事案でした。
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